
【背景】

【領域のアプローチ】

・2025年には65歳以上の人口が総人口の3割以上となり、2010年と比べて全国で700万人以上増加すると
見込まれている

・現状を正確に把握 し、問題点を洗い出し、対策の検討に向けた研究開発を実施することが急務

【領域全体像】

（A）地域やコミュニティの現場の現状と問題を
科学的根拠に基づき分析・把握・予測、実践的研究
により、問題解決に資する新しい成果を創出

（B）高齢社会に関わる研究開発の新しい手法、科学的
評価のための指標等を、学際的・職際的知見・手法
に基づき体系化、提示

（C）研究開発拠点の構築、関与者間のネットワーク
形成、継続的な取り組みや他地域への展開の原動
力創出。多世代の理解促進

① 自立期間（健康寿命）を延長し、
アクティブシニアが活躍できる場を
創る

② 住み慣れたところで日常生活の
継続を支える生活環境を整備する

・人文・社会科学系分野と自然科学系分野とのバランスが取れた、複数分野に渡る広い知見に基づく取組み
・研究者と現場の関与者との連携
・現実の社会における問題の解決に資する具体的な技術や手法等の実証を伴った研究開発

目指す社会像

領域目標
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移動・交通安全

セキュリティ

ソフト（システム・サービス）

要
支
援
・要
介
護

健
康

住宅

就労・移動＜寺岡ＰＪ）＞

ICT

法制度

生活支援

医療 ・介護＜太田ＰＪ＞

住宅・災害・コミュニティづくり＜大方ＰＪ＞
（仮設コミュニティ）

孤立・孤独

就労 ＜辻ＰＪ＞

生活機能指標 ＜鈴木ＰＪ＞

多世代共生

教育・生涯学習

メンタルヘルス・自殺

健康づくり＜新開ＰＪ＞

ICT・生活支援＜小川ＰＪ＞

H22年度採択ＰＪ H23年度採択ＰＪ

認知症

機器開発
機器開発・社会参加 ＜原田ＰＪ＞

ハード（テクノロジー）

社会参加・機器導入＜中林ＰＪ＞

採択プロジェクト 分野概略図

H24年度採択ＰＪ

医療 ・介護＜清水ＰＪ＞

医療 ・認知症＜成本ＰＪ＞

災害 ・まちづくり＜佐藤ＰＪ＞

認知症 ・人材育成＜島田ＰＪ＞

コミュニティづくり＜小川ＰＪ＞

生涯学習＜伊香賀ＰＪ＞

住宅＜伊香賀ＰＪ＞
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小川（晃）PJ

太田 PJ

辻 PJ

鈴木 PJ

大方 PJ

中林 PJ

新開 PJ

寺岡 PJ

原田 PJ

平成22年度
採択プロジェクト

平成23年度
採択プロジェクト

平成24年度
採択プロジェクト

佐藤 PJ
小川（全）PJ

伊香賀 PJ

成本 PJ
清水 PJ

島田 PJ

採択プロジェクト 実施コミュニティ一覧
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領域マネジメントとしての取り組み①

 総括、アドバイザーが参加

 研究開発実施地域を訪問

 意見交換、議論、講演

 活動に参加、ともに体験

 地域との交流・地域への刺激

2014年のサイトビジット

１月 清水PJ 砺波市

２月 成本PJ 京都市

新開PJ 鳩山町

伊香賀PJ 梼原町

４月 原田PJ つくば市

５月 佐藤PJ 二本松市

小川（全）PJ 福岡市

寺岡PJ 下市町

６月 中林PJ 富山市

８月 成本PJ 宮津市

新開PJ 養父市

大方PJ 大槌町

10月 島田PJ 名古屋市
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・成果取りまとめ集中会議(2014.7.15)
①コミュニティを対象とした社会技術成果
②コミュニティにおけるアクションリサーチ
をどうまとめるか、プロジェクトと議論。

・合宿グループワーク (2014.10.18)

「（コミュニティにおける）課題解決の程度」
や「（社会技術開発）プロセス」をどう示せば
よいか、プロジェクトと議論。

領域マネジメントとしての取り組み②
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１．アクションリサーチ委員会
目的 : 領域総括・領域アドバイザーおよびプロジェクトメンバーが協働し、

コミュニティにおけるアクションリサーチを科学的な手法として確立する
進捗 : 文献整理、外部有識者による講演等を実施。

アクションリサーチの入門書の出版（東京大学出版会）に向けて作業中。
各種学会等にて発信を目指す（例：老年社会科学会）

２．情報発信委員会
目的 : 領域内における情報共有のあり方、ならびに領域の成果を

より広く、より効果的に社会に展開していく情報発信のあり方を検討する
進捗 : 情報整理フォーマットを作成し、各プロジェクトに記入を依頼。

今後は発信情報を整理し、ＨＰ上にて効果的な形での公開を目指す。
「どのような情報を、どのような形式で、どういった手法を用いて、公開するか」

３．ネットワーキング委員会
目的 : 領域内のプロジェクト間の有機的なネットワーク、また領域と他の取り組みとの

ネットワークの構築を目指す。

コミュニティの高齢化課題解決リソースセンター構築を目指す

領域内委員会について
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アクションリサーチ委員会
目的：領域総括・領域アドバイザーおよびプロジェクトメンバーが協働し、

コミュニティにおけるアクションリサーチを科学的な手法として確立する

フォーカスグループインタビュー

 委員会活動にて得られた知見をプロジェクトの取り組みに活かす

フォーカスグループインタビューの実施

ステークホルダー分析の応用の検討

→新たな手法開発も試みる

 アクションリサーチの入門書の出版（執筆中）

『超高齢社会におけるコミュニティの創造
－アクションリサーチへの招待－（仮）』

序章 本書の狙い

第１章 アクションリサーチとは何か

第２章 課題の発見と解決に向けての準備

第３章 課題解決に向けた地域での実践

第４章 アクションリサーチにおける成果の評価および波及のための要件

第５章 アクションリサーチ論文の書き方（論文チェックリスト）

第６章 終章
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情報発信委員会
目的：領域内における情報共有のあり方、ならびに領域の成果を

目より広く、より効果的に社会に展開していく情報発信のあり方を検討する

※本委員会で検討中の「一般化のための情報整理フォーマット」（一部）8



コミュニティの
高齢化課題解決
リソースセンター

コミュニティの
高齢化課題解決
リソースセンター

＜センターが有する知財パッケージ（例）＞

高齢者の社会参加推進策

【地域】 各地域特有の課題

高齢者生活支援策

高齢者の移動問題解決策

健康長寿・虚弱化予防策

【企業】 各業界・企業特有の課題 【その他】 住民・ＮＰＯ・諸団体の課題

地域包括ケア推進策

Ⅰ．まちづくりアーカイブ作成

Ⅱ．現場への啓発・情報提供・支援

Ⅲ．科学的エビデンスに基づく政策・施策提言

Ⅳ．国際的拠点形成

Ⅴ．リビング・ラボ 等

主なミッション

社会の
ニーズ

高齢化課題解決に資する情報・知財を集約

～笑顔溢れる未来社会づくりへ～

認知症ケア・予防策

ＥＮＪＯＹ・快適生活支援策

社会のニーズに応える最適な解決策の提示等

＜ソーシャルイノベーションエンジン＞

高齢者の就労・社会貢献

目指す拠点イメージ

超高齢未来のための課題解決型

アクション支援拠点

～長寿を喜べる生きがい創出と

持続的な社会システムづくりを推進～

関係機関・関係組織
との連携構築

行政

学術・研究・学会
ジェロントロジー推進組織

産業界・関連事業

JST関連プロジェクト

住民・民間事業者・NPO
2030年

『コミュニティの高齢化課題解決リソースセンター』の概要・イメージ
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小川（晃）PJ 社会の教科書
「新編新しい社会５㊦（東京書籍）」より

寺岡PJ 下市町
「第2回プラチナ大賞 優秀賞受賞」

中林PJ 歩行補助車
「2014年度グッドデザイン賞受賞」

三協アルミHPより

TOPICS

原田PJ みんラボ
IAUDアウァード2014

「ソーシャルデザイン部門
金賞受賞」
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国際展開寺岡PJの電動運搬車

トルコのオリーブ畑奈良県栃原の柿畑

急傾斜の山間地という共通点

2014/10/17
OECD・富山市「都市の国際ラウンドテーブル

高齢社会におけるレジリエントな都市」
→ 中林先生だけでなく、長寿会のメンバーも発言

2015/2/8
「国際フォーラム
環境未来都市と持続可能な都市づくり＠マレーシア」

中林ＰＪ
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中林プロジェクト
＜歩行支援による健康長寿＞

新開プロジェクト
＜まちぐるみの虚弱予防プログラム＞

大方プロジェクト
＜自助・共助を引き出すマネジメント＞

原田プロジェクト
＜みんなの使いやすさラボ＞

仮設コミュニティ運営
マニュアルの作成
仮設コミュニティ運営
マニュアルの作成

復興住宅への継承
復興コミュニティづくり
復興住宅への継承
復興コミュニティづくり

近隣地域への波及・
応用（例：薬草）

富山市による事業化
（コンパクトシティ）

終了後の展開
→実装・他地域への普及

中長期的な効果の
検証

地域の自主性に
応じた活動の発展

他地域に向けた情報発信、
相談窓口の設置

高齢者の新たな就労
スタイルの提示

使いやすさの
追求継続

高齢者にとっての
使いやすさ研究の
継続

持続的な事業推進
体制の検討

歩行補助車の
製品化

寺岡プロジェクト
＜らくらく農法で地域活性化＞

農地点検と
地域福祉

企業等も含めた
連携体制構築
企業等も含めた
連携体制構築

電動農機の
製品化
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